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＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．

２ ．

３ ．

①二酸化炭素の排出抑制（事務所及び現場での省エネ活動）

②廃棄物の削減（建設混合廃棄物の分別による削減）

③節水の励行（生活用水の節水、節水施工、節水設備の普及など）

④グリーン購入

⑤環境に配慮した工事を推進します。（環境に配慮した二次製品の使用等）

⑥収集運搬車両のエコドライブ

４ ．

５ ．この方針は毎年見直しを行います。

６ ．この方針は公表します。
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代表取締役

環境経営方針

私たちは地球環境に配慮した事業活動を通して，地域社会への貢献，安全で美しいまちづく
りと豊かな暮らしの実現，環境経営の継続的改善を目指します。

制定日： ２０１２年　５月　１日

改定日： ２０２１年　７月１７日

当社は、環境経営システムを構築し、事業活動から生じる環境影響を的確に捉え、技
術的、経済的に可能な範囲で自主的、積極的に環境保全活動の継続的な向上をはかり
ます。

栁　真成美

環境関連の法律、規制、業界及び顧客との取決めを順守し、環境保全に取組みます。

当社が行う事業活動が環境に与える影響の中で、特に次の事項について優先的に活動
し、環境保全と汚染予防に取組みます。

ごあいさつ

当社の全従業員が環境保全活動をできるように教育を実施し、環境保全型企業を目指
します。



（１） 名称及び代表者名
株式会社カンキョウ
代表取締役　栁　真成美

（２） 所在地
本　　　社 兵庫県加西市北条町黒駒6-3 三木営業所 兵庫県三木市岩宮104
福崎支店 兵庫県神崎郡福崎町福田393-26 小野営業所 兵庫県小野市神明町705
加東営業所 兵庫県加東市社1718番地1 資材倉庫 兵庫県加西市西横田町字沢中799-1
篠山営業所 兵庫県丹波篠山市郡家859 駐車場 兵庫県加西市北条町黒駒114
姫路営業所 兵庫県姫路市香寺町香呂50番地15

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 専務取締役 柳　純夫 TEL：0790-42-4131

担当者 FAX：0790-42-4420
（４） 事業内容

（５） 事業の規模
法人設立年月日 昭和　57年　2月　1日
資本金 万円
売上高 （環境部　25,100万円　工事部　25,300万円）

従業員　　　　　 名 名 名 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

従業員 名 名 名 名 名
延べ床面積 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

受託した廃棄物の収集運搬量
ｔ
ｔ うち再資源化量 ｔ
ｔ

3.5ｔパッカー車 8 台

3.5ｔバキューム車 1 台

3ｔバキューム車 2 台

高圧吸引車8ｔ 1 台

4ｔユニック 1 台

3ｔユニック 1 台

ロールオン 1 台

ヒアブコンテナ 1 台

4ｔダンプトラック 3 台

3ｔダンプトラック 1 台

2ｔダンプトラック 3 台

2.5ｔフォークリフト 1 台

Wキャブ 1 台

軽トラック 1 台

10ｔ回送車 1 台

合計 27 台

建設機械

台数 備考

0.70ｍ3級ＢＨ 台

0.45ｍ3級ＢＨ 台

0.25ｍ3級ＢＨ 台

0.18ｍ3級ＢＨ 台

3ｔブルドーザー 台

10ｔタイヤローラー 台

1ｔ振動ローラー 台

4ｔ振動ローラー 台

2ｔ不整地運搬車 台

0.10ｍ3級ＢＨ 台

（６） 事業年度 10 月 1 日 ～ 9 月 30 日

登録組織名： 株式会社カンキョウ
対象事業所： 本　　　社

福崎支店

加東営業所、篠山営業所、姫路営業所、三木営業所、小野営業所、資材倉庫、駐車場

対象外： なし

活動：

組織の概要

代表取締役 栁　真成美

本　　　社 福崎支店

浄化槽清掃（し尿）・汚泥 1,926
車種 台数

0 0 0 20
120 345 741

姫路営業所 三木営業所 資材倉庫 駐車場

4,535 0

276

翌年

3

1

1

1

1

加東営業所 篠山営業所

0

収集運搬量（産廃） 1,265
収集運搬量（一般）

1

2

認証・登録の対象組織・活動

一般廃棄物収集運搬業、産業廃棄物収集運搬業、リサイクル処理業、浄化槽設計施工維持
管理、土木工事業、とび・土工工事業、舗装工事業、水道施設工事業、建築工事業、石工事
業、しゅんせつ工事業、電気工事業、造園工事業、管工事業、解体工事業

-2-

一般廃棄物収集運搬業、産業廃棄物収集運搬業、リサイクル処理業、浄化槽設計施工維持管理、土木工事業、
とび・土工工事業、舗装工事業、水道施設工事業、建築工事業、石工事業、しゅんせつ工事業、電気工事業、造
園工事業、管工事業、解体工事業

4,000

1

名称

1

1

合計

19 1 0 0

備　　考

50,400万円



更新日：

代表者

環境管理
責任者

環境事務局

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

2022年5月19日

環境経営組織図及び役割・責任・権限表

役割・責任・権限
代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

社長

専務取締役　

社長

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、の事務局

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境管理責任者を任命
・環境経営方針の策定・見直し

・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境経営レポートの確認

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）
各部門長 ・自部門における環境経営方針の周知

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計
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・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施
・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

総務部 営業部 工事部 工事現場 支店・各営業所環境部



　　一般廃棄物収集運搬業許可の内容

点検
点検
清掃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

　　産業廃棄物収集運搬業許可の内容

燃
え
殻

汚
泥

廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

ゴ
ム
く
ず

ガ

ラ

ス

・

コ

ン

ク

リ
ー

ト

・

陶

器

く

ず

が
れ
き
類

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

金
属
く
ず

動
植
物
性
残
さ

鉱
さ
い

動
物
の
ふ
ん
尿

ば
い
じ
ん

無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　特別管理産業廃棄物収集運搬業許可の内容

汚
泥

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

感
染
性
廃
棄
物

入
石
綿

無 ○ ○ ○ ○ 〇 ○

　　建設業許可の内容

下水道関係許可の内容

許可区域 許可番号 許可年月日 許可有効年月日 備　　　考

許可の内容

福崎町 福住生第41894-1号 令和4年3月11日 令和6年3月31日

市川町 市川第4-7号 令和4年3月18日 令和6年3月31日

丹波篠山市 第14-5号 令和4年4月1日 令和6年3月31日

姫路市 第42号 令和4年4月1日 令和6年3月31日

加西市 指令第3号 令和4年4月1日 令和6年3月31日

たつの市 た環第16号 令和4年4月1日 令和6年3月31日

三木市 第44号 令和4年4月1日 令和6年3月31日

太子町 第2022-14号 令和4年3月15日 令和6年3月31日

神河町 第04-12号 令和4年3月10日 令和6年3月31日

加東市 指令第6-1号 令和4年4月1日 令和6年3月31日

市川町 市川第4-13号 令和4年3月18日 令和6年3月31日

神河町 第04-05号 令和4年3月10日 令和6年3月31日

許可区域 許可番号 許可年月日 許可有効年月日 備　　　考

兵庫県 第4-1-229号 令和1年6月18日 令和6年6月17日

一般廃棄物
小野市 指令安第29号 令和4年4月1日 令和6年3月31日 汚泥

西脇市 指令安第477号 令和4年4月1日 令和6年3月31日

小野市 指令安第12号 令和4年4月1日 令和6年3月31日

旧西脇市内（汚泥）

姫路市 第4-19号 令和4年4月1日 令和6年3月31日

福崎町 第41895-1号 令和4年3月31日 令和6年3月31日

西脇市 第484号 令和4年4月1日 令和6年3月31日

丹波篠山市 第8号 令和4年4月1日 令和6年3月31日

姫路市 第39620号 令和1年6月18日 令和6年6月17日

小野市 第29号 令和4年4月1日 令和6年3月31日

許可区域 許可番号 許可年月日 許可有効年月日

加西市 第26号 令和4年4月1日 令和6年3月31日

加東市 第6-2号 令和4年4月1日 令和6年3月31日

市川町 第4-17号 令和4年4月1日 令和6年3月31日

神河町 第04-17号 令和4年4月1日 令和6年3月31日

許可区域 許可番号 許可年月日 許可有効年月日

積
替
保
管

廃棄物の種類

大阪府 第2700012241 令和1年8月2日 令和6年8月1日

積
替
保
管

兵庫県 第2805012241 令和4年6月29日 令和9年6月28日

廃棄物の種類

兵庫県 第352821号 令和2年7月7日 令和7年7月6日 一般建設業
兵庫県 第1091号 平成8年6月7日 継続 特例浄化槽工事業

備考
兵庫県 第352821号 令和2年7月7日 令和7年7月6日 特定建設業

兵庫県 第28055012241 令和4年7月27日 令和9年7月26日

許可区域 許可番号 許可年月日 許可有効期限

西脇市 第1601号 令和2年10月7日 令和6年10月31日 〃
姫路市 第403号 令和1年7月31日 令和6年7月31日 〃

加西市 第29号 令和2年4月1日 令和7年7月31日 給水装置工事・排水設備工事
小野市 第72号 令和1年12月1日 令和6年11月30日 〃

加東市 第166号 令和1年10月23日 令和6年9月30日 〃

福崎町 第47号 令和3年8月9日 令和8年8月8日 〃
市川町 第4号 令和1年10月1日 令和6年9月30日 〃

-4-

許可区域 許可番号 許可年月日 許可有効期限 備考
近畿地方整備局 処29-647 令和4年4月27日 令和9年4月26日 処理施設維持管理

汚泥
一般廃棄物
汚泥
東条地域（一般廃棄物、汚泥）
一般廃棄物
一般廃棄物

浄化槽保守点検、浄化槽清掃業許可の内容

一般廃棄物、汚泥
一般廃棄物
一般廃棄物、汚泥
夢前町、香寺町（一般廃棄物、汚泥）
一般廃棄物、汚泥
一般廃棄物



一般廃棄物 計量 行政引渡し

　　収集運搬

産業廃棄物 中間処理 不適物最終処分

　　収集運搬 （社外処理） （社外処理）

有価物

（社外処理）

特管産業廃棄物 中間処理 不適物最終処分

　　収集運搬 （社外処理） （社外処理）

有価物

（社外処理）

リサイクル処理 回収作業 計量 有価物

（紙類） （社外処理・製紙原料）

回収作業 計量 有価物

（繊維類） （社外処理・繊維原料）

回収作業 計量 有価物

（缶類） （社外処理・金属原料）

回収作業 計量 有価物

（ビン類） （社外処理・ｶﾚｯﾄ原料）
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廃棄物処理フロー



単位

ｔ
ｔ
㎥

受託収集運搬量(産廃) t
受託収集運搬量（一廃） t
※電力の二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 電関西電力(株)の2020年度調整後の係数　
※燃料の二酸化炭素排出係数ガソリン
※化学物質は使用しない。

✕
✕

〇
〇
〇

〇
✕

〇

〇

〇

〇

✕
〇
〇

✕

16

12 1211

二酸化炭素総排出量 kg-CO2 192,436 261,123 233,335

項　目 2019年 2020年 2021年

主な環境負荷の実績

軽油 kg-CO2 166,911 230,355 211,789

電力 kg-CO2 6,592 8,162 7,496

ガソリン kg-CO2 18,933 22,606 14,050

　産業廃棄物排出量 452 197

廃棄物排出量
　一般廃棄物排出量

データ無し
0.047 0.048

2023年

基準年 目標 実績 目標 目標

2.32 kg-CO2 軽油 2.58 kg-CO2
0.351

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

基準値 2021年

評
価

2022年

総排水量 923 606 525

1,065 1,265
5,881 6,460

7,152

20,564 20,564

基準年度比 2009年度 95% 98% 94% 94%

7,218

環境経営目標及びその実績

①電力による二酸化炭
素削減

kg-CO2 8,145 7,295 7,496 7,218
kWh 21,877 20,783 21,356

②自動車燃料による二
酸化炭素削減

kg-CO2 242,184 232,498 225,839 230,076 230,076
ガソリン（L）

82,117
基準年度比 2009年度 96% 93% 95% 95%

8,264 7,933 6,056 7,851 7,851
軽油（L） 86,439 82,981 82,089 82,117

基準年度比 2018年度 90% 93% 90% 90%

237,294

③一般廃棄物の削減

kg 52 47.0 48.2 46.8 46.8

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 250,329 239,793 233,335 237,294

2018年度
④建設副産物の再資源
化率の向上

% 91% 92% 100% 92% 92%
基準年度比

68.4⑤水道水の削減 ㎥ 72.0 68.4 65.0 68.4

基準年度比 2018年度 95% 90%
⑥地下水使用量の削減 ㎥ 524.0

95% 95%

⑧環境に配慮した工事
の施工
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⑦グリーン購入の推進 %

基準年度比 2018年度

⑨収集運搬における環
境配慮（環境経営計画
書参照）

⑩化学物質使用量の削
減

燃費（km/L）
(総走行距離/使用燃料)

基準年度比

4.33

2020年度

50% 71% 50% 50%

4 5 4 4件(工事部)
4

12

16

50%

化学物質は使用しておりません。

503.0 460.0 497.8 497.8

4.37 3.43 4.37

101%

4.42

102%

基準年度比 2019年度 97% 88% 96% 95%

件(環境部)

基準年度比 2009年度



数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

2009年

2021年

自動車燃料による二酸化炭素削減

2009年

2021年
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環境経営計画の取組結果とその評価

取り組み計画 達成状況 取組結果とその評価

○
・照明機器の個別スイッチ化 ○
・クールビズやウォームビズの実施

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 二酸化炭素排出量は基準年と比較して2％減という結果になった。
目標達成手段を実施しても尚、-5％の目標達成は厳しいと考えら
れる。今後の目標を現状に即したものに考え直す必要がある。

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） △
・不要照明の消灯 ○
・エアコンシーズン前後の清掃・点検

電力による二酸化炭素削減

785 650 525 1,061 955 839427 887 489 749 947 831
4月 5月 6月 7月 8月 9月10月 11月 12月 1月 2月 3月

656 486 449 668 643 587510 545 660 840 753 697

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 上半期では目標未達が目立ったが、下半期では改善がみられた。目標で
ある基準年度比-4％を優に上回る結果となった。来年度もこの調子で継
続を期待する。

・アイドリングストップ励行、急加速、急発進の禁 ○
・効率的なルートで配送 ○
・ガソリンスタンドの点検サービスを利用した車

9月
21,943 16,882 19,017 20,444 18,032 24,206 16,729 21,438 19,046

3月 4月 5月 6月 7月 8月

○
・車両３S（整理・整頓・清掃）の励行 ○

10月 11月 12月 1月 2月

17,111 15,046 15,528 17,129 21,278
24,042 17,898 22,510

20,317 19,674 20,767 23,240 20,833 16,667 18,248

0

200

400

600

800

1,000

1,200

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

電力（kg-CO2）
2009年 2021年

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

自動車燃料による

二酸化炭素排出量（kg-CO2)

2009年 2021年



一般廃棄物の削減

2018年

2021年

○○廃棄物の削減

取組紹介欄

2018年

2019年

建設副産物の再資源化率の向上
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数値目標 目標未達。DX化の観点からもむやみに印刷物を出さない（ペー
パーレス）、両面コピーにする等の取組を実施すること。・分別の徹底 ○

・シュレッダー廃紙のリサイクル化 ○
・帳票見直しによる印刷物の削減 ○
・梱包材の再利用

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

9月
4.7 5.5 6.1 3.3 3.8 4.4 4.6 3.2 4.7

3月 4月 5月 6月 7月 8月

△

10月 11月 12月 1月 2月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 〇 0
・作業ミスによる廃棄量の削減 ○
・素材別ボックスの設置 0
・リサイクル業者の開拓

4.1 4.5 3.5 4.3 4.0
3.9 3.3 4.5

5.0 4.0 4.5 3.0 3.3 4.2 3.8

9月
100 100 100 100 100 100 100 100 100

3月 4月 5月 6月 7月 8月

0

10月 11月 12月 1月 2月

80 80 80 75 75

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

100 100 100
100 100 100 100 100 100 90

0
#REF! 0

数値目標 発生した建設副産物は主にｺﾝｸﾘｰﾄ塊、ｱｽﾌｧﾙﾄｺﾝｸﾘｰﾄであるた
め、処分先にてほぼすべて再資源化されている。・分別の徹底 ○

・再資源化先の開拓 ○
・コブリスの活用 ○
0

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

一般廃棄物（kg）
2018年 2021年

0

50

100

150

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 33 35

〇〇産業廃棄物（kg）2018 2019



水道水の削減

2018年

2021年

地下水の削減

2019年

2020年

グリーン購入の推進

環境に配慮した工事の推進

48.0
49.0 48.0 35.0 35.0 35.0 35.0 34.0 35.0 43.0 43.0 34.0 34.0

10月 11月 12月
48.0 45.0 45.0 42.0 45.0 36.0

・洗車はホースにノズルを装着し、水道を出しっ
ぱなしにしない。

8月 9月
43.0 43.0 43.0 43.0 43.0

〇

・自動水栓取り付け ○
・トイレに擬音装置取り付け ○

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 3/4半期までは目標未達が目立ったが、後半にかけて結果が出て
きた。この調子で来年も継続すること。・節水表示等により啓発し、節水意識を高める。 ○

5.5 5.5 6.5 7.5 6.5 6.56.0 6.0 5.5 5.5 5.5 5.5

基準年比-12％で大幅に目標を達成した。洗車は悪臭の原因とな
るため必要であるが、節水の意識があることで使用量を削減するこ
とができた。来年も継続してほしい。

・節水表示等により啓発し、節水意識を高める。 〇

4月 5月 6月 7月 8月 9月10月 11月 12月 1月 2月 3月

6.0 6.0 5.0 5.0 4.5 4.55.5 5.5 6.0 6.0 5.5 5.5

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
数値目標

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

目標達成。今後もグリーン対象商品を優先的に購入すること。
・事務用品グリーン購入 ○
・グリーン対象商品の優先的購入 ○

数値目標 目標達成。来年も継続すること。
①月1回ゴミステーション周辺の清掃（環境部） ○
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②環境に配慮した工法・製品の提案（工事部） ○

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

水道水（㎥） 2018年 2021年

0.0

20.0

40.0

60.0
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地下水（㎥） 2019年 2020



収集運搬における環境配慮（産廃・一廃）

化学物質の使用

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

車両の大きさ・重量、乗車の保安基準
車両の大きさ・重量、通行制限
車両からの積載物のはみ出し、安全運転管理者等

関係当局より違反の指摘はありません。

実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり
実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

作業前 作業後

下水処理施設周辺　除草作業

消防法（危険物） 消火器維持点検 ○
グリーン購入法 可能な限り環境物品等を選択するように努める

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

自動車Nox・PM法 全車両 ○
オフロード法 バックホウ ○

フロン排出抑制法 業務用空調機の自主点検実施 ○
家電リサイクル法 特定家庭用機器の排出（作業所あるいは詰め所の家電が対象） ○

騒音規制法 空気圧縮機、送風機　特定建設作業届 ○
振動規制法 空気圧縮機　特定建設作業届 ○
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2022年9月30日

代表者による全体の評価と見直し・指示

　環境経営計画の結果について、昨年に引き続き有効な活動ができたと評価します。今年度は二酸化炭素排出量の削減目標
を達成することができました。日々の事業活動において各自が目標達成への意識を持って行動した成果だと思います。地下水
についても基準土比-12％といい結果になりました。来年度も継続して、より良い環境経営を実施していきましょう。
環境関連法規に関して、適用される事項についてこれまで通り遵守できています。良好な環境経営は関連法規を遵守してこそ
成立すると考えますので、今後も引き続き遵守してください。

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守しました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

これまでの環境活動の紹介

道路交通法
道路交通法
建設リサイクル法 解体工事、建設副産物 ○

順守評価結果
廃棄物処理法 収集運搬業業務 ○
道路運送車両法

・アイドリングストップ励行、急加速、急発進の禁止

○

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

化学物質の使用は使用しておりません。

・収集運搬量実績調査（産廃・一廃）-環境部 ○

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

○
・エコドライブ ○

年間平均3.43km/Lと目標達成ならず。目標値を現実的な数値に改
善する必要があると考える。・軽油量集計 ○

・適正な車両整備 ○
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